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１．はじめに 

東日本大震災で津波の恐ろしさをあらためて知り、同時に津波について深く理解したいと

思った。津波が陸に上ったあとに普通の波とは違って、衰えを知らず進むすがたを見て興味

をもった。 
 
２．実験内容と方法 

(1)実験内容 

波のエネルギー（２π²×振動数の２乗 f²×振幅の２乗 A²）と水槽に張った水が陸に見た

てた板を上った距離の関係を調べる。 
(2)実験方法 

波源となる板を持ち上げる速さと水深を変える。水槽の端に陸の代わりとなる板を立て掛

け、水がどこまで上るのか調べる。 
①今回は水槽の水深を１５㎝と２０㎝の二段階にする。 
②地震が起きた時を想定して、波源となる板を手で数回上下させる。 
③波の様子と水槽に張った水が陸に見たてた板を上る様子をそれぞれビデオカメラで撮る。 
④波長λと速さｖと振幅 A を調べ、ｖ＝fλの式より振動数ｆを求める。また、水が陸の代わ

りとなる板を上った距離を調べる。 
⑤求めた測定値から、横軸に波のエネルギー、縦軸に水槽に張った水が陸に見たてた板を上

る距離をとりグラフをつくる。 
 
３．結果 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

波のエネルギー(w/㎡) 陸を上る距離(cm) 

0.0784 20.0 

0.112 21.5 

0.12０ 23.0 

0.177 26.5 

表１ 水深 15cm のとき 

図 1 水深 15cm のとき 
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４．まとめ 

波のエネルギーが大きくなると、陸を上る距離が大きくなる。波のエネルギーは、振幅の２

乗と振動数の２乗に比例する。この実験では、水深 20cm の振幅が小さくなったので、波のエ

ネルギーが小さくなった。 
 
５．考察 

水の密度を１g/cm³として参考文献より E＝2π²f²A²であるが、今回の実験では、比例の関

係とまではいかなかった。しかし、波のエネルギーが大きい方が、陸を上る距離が大きくなる

という傾向は見られた。 
 
６．今後の課題 

今回は実際の地形とは大幅に違ったので、次は実際の地形を考えて実験をしていきたいと

思う。 
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波のエネルギー(w/㎡) 陸を上る距離(cm) 

0.0580 19.0 

0.0689 21.0 

0.0855 26.0 

0.126 27.5 

表 2 水深 20cm のとき 
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図 2 水深 20cm のとき 

水深２０ｃｍの振幅の平均   

3.83ｃｍ 


